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くはしがき〉

この報告書は、独立行政法人日本学術振興会より、平成16年度から平成17年度

にわたって交付された科学研究費補助金による研究成果をまとめたものである。

金属表面に吸着した分子は、その表面上で回転運動が可能である。この回転

運動のポテンシャルエネルギーは、比較的小さく、通常、常温では、吸着分子

は、ほぼ自由回転している。そこで、表面反応よる触媒効果(例えば、白金懐炉

に代表される金属表面上での比較的低い温度での穏やかな燃焼反応の実現)に、

この表面吸着分子の回転運動も関与しているのではないか、という視点に立ち、

近年、配位子を含む分子系に関し、その配位子の分子内における回転運動によ

る分子内異性化反応に注目した研究プロジェクトを開始している。本助成研究

では、上記の着想に基づき、表面上に吸着した分子の回転運動を直接観測する

ことを目的とした研究を実施した。本研究の成果は、今後、適当な外力(例えば、

レーザーなどの偏光光線)を利用して、この分子配向を一方から他方へ制御し、

レーザーの集光精度で清浄表面を原子レベルで加工(つまり、特定の配向構造の

み除去、あるいは、保存)するという、究極の微細技術(ナノテク)への展開が期

待できる技術でもある。

本研究を遂行するに際し、多くの方々に援助を頂いた。広島市立大学、情報科学

部、情報材料1講座、石渡孝教授、藤原久志助手、中野幸夫助手の教員各位には、

本研究遂行にあたり、貴重な示唆を頂いた。また、同学、同学部、同研究室の荒山晃

慶君、児玉卓君、船田善男君、西野克郎君の学生諸君には、実際の研究遂行にご

協力頂いた。これらの方々には、ここに心から感謝の意を表する。

福島　勝

平成18年5月
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